
○本施設では、排ガス中の放射性セシウム濃度の管理目標を２Bq/㎥以下（環境中の濃度限度
の1/10以下）としています。

○この管理目標を常に満足するよう、排ガス中のばいじん濃度の常時監視を行います。
○放射線ではなく、ばいじん濃度を監視する理由は次のとおりです。
①冷却後の排ガス中の放射性セシウムは、粒子状（固体）であり、ばいじんに含まれるた
め、ばいじん濃度を管理することにより、放射性セシウム濃度を管理することができま
す。

②焼却対象物中の放射性セシウム濃度から、ばいじん中の放射性セシウム濃度は数万㏃/㎏
と想定（10万㏃/㎏ 以下で管理）され、通常運転時の排ガス中の放射性セシウム濃度は
0.005～0.5㏃/㎥（ばいじん濃度0.5～5㎎/㎥）程度と想定されます。このようなごく低
濃度を監視するには、モニターの感度から、ばいじん濃度計がより適切との考えです。
・放射線モニター 感度＞0.1Bq/㎥程度
・ばいじん濃度計 感度＞0.01㎎/㎥程度（0.0001～0.001Bq/㎥程度に相当）
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排ガス中の放射性セシウム濃度の管理について


